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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】良好な漏水防止を有し、電流漏れが小さい左右
並列回路双極電極を提供する。
【解決手段】金属スリーブ１３と硬管２２が左右並列し
て間隔をあけて設置され、金属スリーブ及び硬管頭部に
それぞれ絶縁管１２、２１が固定され、正極電極１０の
一端は、対応する絶縁管１２内において、前記硬管から
引き出した一方の絶縁層付きの導線１６に接続され、他
方の絶縁層付きの導線１７が前記金属スリーブに溶接さ
れ、金属スリーブ及び硬管の後段がそれぞれ２本の絶縁
管内に嵌設され、その後段部分において、金属直管１４
の拡口において、前記２本の絶縁管の合わせた後段を嵌
設してカバーし、金属直管の尾端が接線柱１９に接続さ
れ、接線柱がツインワイヤ２０に接続され、絶縁層付き
の２本の導線が金属直管を貫通してツインワイヤにそれ
ぞれ対応して接続され、正極電極の他端が他方の絶縁管
２１内に固定され、高周波エネルギーが前記金属直管内
の絶縁層付きの２本の導線を介して動作媒介に回路を形
成する。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
左右並列回路双極電極であって、
正極電極、２本の絶縁管、負極電極とする金属スリーブ、硬管、一端が分離するが他端が
合わせて分岐状となる２本の絶縁スリーブ、拡口付きの金属直管、絶縁層付きの２本の導
線、ツインワイヤ及び接線柱を含み、
前記双極電極の前段部分、前記金属スリーブ及び前記硬管が左右並列して間隔をあけて設
置され、金属スリーブ及び硬管頭部にそれぞれ前記絶縁管が固定され、前記正極電極の一
端は、対応する絶縁管内において、前記硬管から引き出した一方の前記絶縁層付きの導線
に接続され、他方の絶縁層付きの導線が前記金属スリーブに溶接され、前記金属スリーブ
及び硬管の後段がそれぞれ前記２本の絶縁スリーブ内に嵌設され、前記双極電極の後段部
分において、前記金属直管の拡口において、前記２本の絶縁スリーブの合わせた後段を嵌
設してカバーし、前記金属直管の尾端が前記接線柱に接続され、前記接線柱が前記ツイン
ワイヤに接続され、前記絶縁層付きの２本の導線が前記金属直管を貫通して前記ツインワ
イヤにそれぞれ対応して接続され、前記正極電極の他端が他方の前記絶縁管内に固定され
、
高周波エネルギーが前記金属直管内の前記絶縁層付きの２本の導線を介して動作媒介に回
路を形成することを特徴とする左右並列回路双極電極。
【請求項２】
左右並列回路双極電極であって、
正極電極、２本の絶縁管、負極電極とする金属スリーブ、絶縁硬管、絶縁スリーブ、拡口
付きの金属直管、絶縁層付きの２本の導線、ツインワイヤ及び接線柱を含み、
前記双極電極の前段部分、前記金属スリーブ及び前記硬管が左右並列して間隔をあけて設
置され、金属スリーブ及び絶縁硬管頭部にそれぞれ前記絶縁管が固定され、前記正極電極
の一端は、対応する絶縁管内において、前記硬管から引き出した一方の前記絶縁層付きの
導線に接続され、他方の絶縁層付きの導線が前記金属スリーブに溶接され、前記金属スリ
ーブの後段が前記絶縁スリーブ内に嵌設され、前記双極電極の後段部分において、前記絶
縁硬管の後段及び前記絶縁スリーブの後段が合わせ、その外周が前記金属直管の拡口に嵌
設されて覆われ、前記金属直管の尾端が前記接線柱に接続され、前記接線柱が前記ツイン
ワイヤに接続され、前記絶縁層付きの２本の導線が前記金属直管を貫通して前記ツインワ
イヤにそれぞれ対応して接続され、前記正極電極の他端が他方の前記絶縁管内に固定され
、
高周波エネルギーが前記金属直管内の前記絶縁層付きの２本の導線を介して動作媒介に回
路を形成することを特徴とする左右並列回路双極電極。
【請求項３】
前記金属直管の外表面に溶接され、内視鏡のロッドに合わせることに用いられる電極固定
係止材をさらに含むことを特徴とする請求項１または２に記載の左右並列回路双極電極。
【請求項４】
前記金属スリーブの外直径が１ｍｍ～１．７ｍｍ、前記金属直管の外直径が１．５～２．
２ｍｍであることを特徴とする請求項１または２に記載の左右並列回路双極電極。
【請求項５】
前記金属スリーブの前記絶縁スリーブにより覆われない、露出する前段部分が回路電極で
あり、この回路電極の表面積が前記弧形正極の電極表面積の５倍～１６倍であることを特
徴とする請求項４に記載の左右並列回路双極電極。
【請求項６】
前記正極電極の形状が半環状、ローラ状またはシャベル状であることを特徴とする請求項
１または２に記載の左右並列回路双極電極。
【請求項７】
前記絶縁管がセラミックス絶縁管であることを特徴とする請求項１または２に記載の左右
並列回路双極電極。
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【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は医療器械技術分野に関し、具体的には、低侵襲手術用の切除鏡に用いられる電極
に関する。
【背景技術】
【０００２】
前立腺肥大症、前立腺過形成は中高年男性においての罹病率が極めて高い、よく見られる
疾病であり、手術による切除が最も効果的な治療方法である。伝統的な開放式手術は患者
の下腹部に切口を切開し、そして膀胱を切開して前立腺を取り出し、これは正常の尿道生
理構造に対して非常に大きい損傷を招く。かつ、前立腺過形成にかかる者は多くが老人で
あり、彼らは常に他の重病もかかり、開放手術による創傷を我慢できず、このため、様々
な低侵襲の経尿道の、前立腺過形成の治療方法が、泌尿外科医師により極めて重視される
。経尿道の前立腺切除鏡電気切断が欧米の先進国で実用化され、このような手術が人体に
対して切開する必要がなく、創傷を大いに低減させ、現在、前立腺過形成の治療の「ゴー
ルドスタンダード」と公認されている。
【０００３】
実用新案ＣＮ２０１４９２４９５Ｕに開示される同軸回路双極電極は、現在、よく用いら
れる。図１を参照し、この並列回路双極電極の前段金属管が分岐し、金属管端口にセラミ
ックス管を装着し、後端が並列される２本の鋼管３１により構成され、正極電極３５が鋼
管３１を貫通して導線３６に接続され、この電極において、並列される鋼管がともに回路
電極を形成し、対応する防水プラグ３４開口が並列鋼管形状に合致しにくい。防水プラグ
開口が異形で非円形であるため、移動中、防水プラグと鋼管との間の接触の完全密着を保
証できず、これにより漏水が問題となる。鋼管に絶縁管をカバーした後、防水プラグとの
摩擦力が増加し、電極の前後移動の抵抗を増加させ、医師による手術に影響し、操作疲労
を招く。なお、並列鋼管がともに回路電極であり、表面に絶縁管があるが、手術時間が長
いため、絶縁カバーが磨損されることによる耐圧性能を低下させ、漏電の恐れがある。ま
た、並列鋼管が単一管より空間をより大きく占め、切除鏡内鞘の中の塩水の流動を邪魔し
、塩水対流がよくない。
【０００４】
特許ＥＰ１０７２２３０Ａ１には、他の双極電極を開示し、この電極前段部分が上記ＣＮ
２０１４９２４９５Ｕに記載の形状と一致し、後段部分が異なって、１本の円形鋼管によ
り並列鋼管を取り替え、対応する防水プラグ開口も円形となり、このようにして、切除鏡
漏水を効果的に改善するが、円形鋼管が依然として回路電極として使用されるため、鋼管
外表面の絶縁カバーが磨損により耐圧性能低下を発生させ、漏電の恐れを排除できない。
なお、絶縁管を増設した後、電極抵抗が大きくなり、電極体積も増加する。
【０００５】
また、市場においての前後双環双極回路電極は、切断精確性および止血効果が単ループに
及ばない。なお、上下双環双極回路電極は、以上の問題を克服したが、手術視野が影響さ
れ、医師による手術に影響を与える。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
背景技術を鑑みて、本考案の目的は、漏水、漏電の問題を同時に解決できる新規な並列回
路双極電極を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本考案の左右並列回路双極電極は、できるだけ回路電極と人体との接触面積及び部位を低
減し、電流の人体に対する刺激作用を低減し、それとともに、単ループ切断手術のメリッ
トを保留し、また、市場において多く用いられる双極電極に存在する密封が悪く、対流が
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よくなく、電極抵抗が大きい等の欠陥を解決し、さらに、絶縁層磨損による漏電の問題を
解決する。
【０００８】
本考案の目的は、以下の技術により実現される。
【０００９】
左右並列回路双極電極であって、
正極電極、２本の絶縁管、負極電極とする金属スリーブ、硬管、一端が分離するが他端が
合わせて分岐状となる２本の絶縁スリーブ、拡口付きの金属直管、絶縁層付きの２本の導
線、ツインワイヤ及び接線柱を含み、
前記双極電極の前段部分、前記金属スリーブ及び前記硬管が左右並列して間隔をあけて設
置され、金属スリーブ及び硬管頭部にそれぞれ前記絶縁管が固定され、前記正極電極の一
端は、対応する絶縁管内において、前記硬管から引き出した一方の前記絶縁層付きの導線
に接続され、他方の絶縁層付きの導線が前記金属スリーブに溶接され、前記金属スリーブ
及び硬管の後段がそれぞれ前記２本の絶縁スリーブ内に嵌設され、前記双極電極の後段部
分において、前記金属直管の拡口において、前記２本の絶縁スリーブの合わせた後段を嵌
設してカバーし、前記金属直管の尾端が前記接線柱に接続され、前記接線柱が前記ツイン
ワイヤに接続され、前記絶縁層付きの２本の導線が前記金属直管を貫通して前記ツインワ
イヤにそれぞれ対応して接続され、前記正極電極の他端が他方の前記絶縁管内に固定され
、
高周波エネルギーが前記金属直管内の前記絶縁層付きの２本の導線を介して動作媒介に回
路を形成する左右並列回路双極電極。
【００１０】
他種の左右並列回路双極電極であって、
正極電極、２本の絶縁管、負極電極とする金属スリーブ、絶縁硬管、絶縁スリーブ、拡口
付きの金属直管、絶縁層付きの２本の導線、ツインワイヤ及び接線柱を含み、
前記双極電極の前段部分、前記金属スリーブ及び前記硬管が左右並列して間隔をあけて設
置され、金属スリーブ及び絶縁硬管頭部にそれぞれ前記絶縁管が固定され、前記正極電極
の一端は、対応する絶縁管内において、前記硬管から引き出した一方の前記絶縁層付きの
導線に接続され、他方の絶縁層付きの導線が前記金属スリーブに溶接され、前記金属スリ
ーブの後段が前記絶縁スリーブ内に嵌設され、前記双極電極の後段部分において、前記絶
縁硬管の後段及び前記絶縁スリーブの後段が合わせ、その外周が前記金属直管の拡口に嵌
設されて覆われ、前記金属直管の尾端が前記接線柱に接続され、前記接線柱が前記ツイン
ワイヤに接続され、前記絶縁層付きの２本の導線が前記金属直管を貫通して前記ツインワ
イヤにそれぞれ対応して接続され、前記正極電極の他端が他方の前記絶縁管内に固定され
、
高周波エネルギーが前記金属直管内の前記絶縁層付きの２本の導線を介して動作媒介に回
路を形成する左右並列回路双極電極。
【００１１】
好ましくは、前記左右並列回路双極電極は、前記金属直管の外表面に溶接され、内視鏡の
ロッドに合わせることに用いられる電極固定係止材をさらに含む。
【００１２】
好ましくは、前記金属スリーブの外直径が１ｍｍ～１．７ｍｍ、前記金属直管の外直径が
１．５～２．２ｍｍである。
【００１３】
好ましくは、前記金属スリーブの前記絶縁スリーブにより覆われない露出する前段部分が
回路電極であり、この回路電極の表面積が前記弧形正極の電極表面積の５倍～１６倍であ
る。
【００１４】
好ましくは、前記正極電極の形状が半環状、ローラ状またはシャベル状である。
【００１５】
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好ましくは、前記絶縁管がセラミックス絶縁管である。
【考案の効果】
【００１６】
従来の技術に比べて、本考案のメリットは以下を含む。
【００１７】
本考案の左右並列回路双極電極の高周波エネルギーが前記金属直管内の２本の絶縁層付き
の導線を介して回路を形成するが、金属直管自身が回路電極ではなく、帯電しないため、
その外周に絶縁管を嵌設する必要がなく、つまり、背景技術においてＥＰ１０７２２３０
Ａ１に開示される双極電極において、円形鋼管を回路電極として使用されることによる円
形鋼管外表面絶縁カバーが磨損により耐圧性能を低下させることによる漏電の恐れが存在
しなく、かつ、導線の外周に、絶縁層及び金属直管の二層保護が設置され、保護層磨損に
よる漏電の恐れを大いに低減させる。それとともに、本考案の防水プラグが密着して前記
金属直管外周に嵌設され、かつ本考案の金属直管（拡口を除く他の位置）が円形管であり
、形状が規則的であるため、防水プラグと金属直管との間に隙間がなく、背景技術におい
て実用新案ＣＮ２０１４９２４９５Ｕに開示される並列回路双極電極の防水プラグの開口
が異形であり、鋼管との間に密封できないことによる漏水を避けることができる。したが
って、本考案の使用がさらに安全であり、広範囲の普及に適する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の背景技術に係る従来の技術において切除鏡の双極電極の全体構成を示す
図である。
【図２】本考案の実施例に係る並列回路双極電極の全体構成を示す図である。
【図３】本考案の実施例に係る並列回路双極電極の前段部分の上面及び透視図である。
【図４】本考案の実施例に係る並列回路双極電極の前段部分の側面及び透視図である。
【図５】本考案の実施例に係る並列回路双極電極の前段部分の断面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１９】
本実施例は新規な左右並列回路双極電極を提供し、図２～図５に示すように、
正極電極１０、２本のセラミックス絶縁管１１、金属スリーブ１３、硬管２２、一端が互
いに分離するが他端が密着して接近する２本の絶縁管１２と２１、拡口付きの金属直管１
４、電極固定係止材１５、絶縁層付きの導線１６と１７、防水プラグ１８、接線柱１９及
びツインワイヤ２０を含む。前記金属スリーブ１３及び硬管２２がそれぞれ前記分岐絶縁
１２及び２１の二分岐を介して金属直管１４と絶縁する（詳細は図３及び図４を参照）。
【００２０】
前記金属スリーブ１３及び硬管２２の前端にそれぞれセラミックス絶縁管１１が固定され
、正極電極１０の一端が硬管２２内においてセラミックス絶縁管１１を介して一方の導線
１６に接続され、他端が金属スリーブ１３に対応するセラミックス絶縁管１１内に張架さ
れ、他方の導線１７が対応する金属スリーブ１３に溶接され、前記二金属スリーブの尾部
の外周にはそれぞれ前記絶縁スリーブ１２及び２１が嵌設され、これによって、前記金属
直管１４と絶縁する（詳細は図４を参照）。前記導線１６及び１７が金属直管１４を貫通
する。高周波エネルギーが硬管２２内の正極電極１０を通過し、金属スリーブ１３を流れ
、回路を形成する。
【００２１】
本実施例の左右並列回路双極電極の前段において、前記セラミックス絶縁管１１の後段が
前記金属スリーブ１３、硬管２２の前段により嵌められて覆われ、セラミックス絶縁管１
１の前段が露出する。金属スリーブ１３、硬管２２の後段が前記絶縁管１２及び２１によ
り嵌められて覆われ、金属スリーブ１３、２２の前段を露出させる。ここでは、金属スリ
ーブ１３が露出する前段が使用中に塩水環境に露出し、その表面積が回路電極の表面積で
あり、他方、正極電極１０の表面積が塩水環境に露出する半環状正極電極の表面積である
。好ましくは、回路電極の表面積が半環状正極電極表面積の５倍～１６倍の間にある。
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【００２２】
金属直管１４の末端に接線柱１９が設置され、ツインワイヤ２０が接線柱１９から延伸し
、接線柱の尾端にさらにプラグが接続される。前記導線１６及び１７が前記金属直管１４
を貫通した後、前記ツインワイヤ２０に対応して接続される。
【００２３】
前記電極固定係止材１５は、金属直管の外壁に溶接され、内視鏡のロッドに合わせること
に用いられる。
【００２４】
前記防水プラグ１８が前記金属直管１４外壁に密着して嵌設され、具体的な位置が前記電
極固定係止材１５と前記接線柱１９との間にある。具体的には、前記金属直管１４の外壁
が円形であり、前記防水プラグ１８内に円形孔を開設し、背景技術における防水プラグの
異形孔による漏水を避けることができる。
【００２５】
好ましくは、前記正極電極は、半環形アウター・シャベル状に設置され、金属スリーブと
の間の角度が１１０～１６０度である。
【００２６】
好ましくは、前記正極電極は、半環形インナー・フック状に設置され、金属スリーブとの
間の角度が７０～９０度である。
【００２７】
実際に、本考案が保護しようとする技術方案は上記の実施例に限られなく、本考案の発想
に基づく様々な変形もあり、例えば、以下の記載となる。
【００２８】
前記正極電極１０には比較的に通用するものが半環状であるが、ローラ状、シャベル状等
であってもよい。
【００２９】
前記硬管２２は、回路電極としない場合、絶縁材料を選択してもよく、硬管２２として絶
縁材料を選択すれば、絶縁スリーブ１２を不要としてもよい。例えば、前記絶縁の硬管２
２の後段に絶縁スリーブが嵌設されることがなくても、前記絶縁スリーブの後段と合わせ
れれば、合わせる部分の外周が前記金属直管１４の拡口に嵌設してカバーされる。
【００３０】
当業者にとって、本考案の発想から脱逸しない場合に、様々な変形や改進を行ってもよく
、これらがいずれも本考案の保護範囲に含まれる。このため、本考案の保護範囲は実用新
案登録請求の範囲を基準とするものである。
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